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河村たかし名古屋市長も参加 --約 190 人がアクト一周年を祝う

「ドクターヘリから介護タクシーまで」 
　一般社団法人　福祉・介護移送ネットワークACTの設立一周年を祝う記念イベントが7月21日、中日パレ
スで盛大に開催され、医療・福祉関係者ら約190人が参加しました。来賓として参加した河村たかし名古屋市
長も、独特の「名古屋ことば」で会場を盛り上げました。

特別記念講演と懇親会を開催
懇親会の前段で行われた特別記念講演では、ドク
ターヘリで高名な愛知医科大学名誉教授の野口宏氏
から「地域医療の更なる充実について」をテーマに
約 40 分の講演があり、救急搬送の重要性や広域災
害時の対応、救急車の適正利用の観点から介護タク
シーのネットワークの必要性を訴えられました。
　冒頭で挨拶に立った鎌倉安男代表理事は、「超高
齢化社会を迎えている中で、介護タクシーの社会的
役割はますます重要である。一方、利用者の奪い合

いなど単価競争が激しく、せっかくの移動手段が『安かろう悪かろう』という世界に入りつつある」と問題点を指摘。
「介護タクシーの適正料金を今後どのように確保・維持していくか、中部地区初となるアクトのネットワーク事業
に求められている大きな課題でもある」と述べ、行政を巻き込んだ支援を要求されました。
会場では、日本介助犬協会の PR イベントも行われ、介助犬レディーの予想外のパフォーマンスに幾度となく拍
手がわき、懇親会は和気あいあいの中で無事に終了しました。

特別記念講演講師：医学博士　野口　宏
我が国の救急医療の第一人者として、国の各種検討会委員などを歴任。
特にドクターヘリについては神田前愛知県知事に直訴するなど愛知県
への導入に尽力した。現在は、愛知県救急医療情報センター統括セン
ター長として医療情報の高度化をライフワークとするほか、マラソン
フェスティバルナゴヤ・愛知実行委員会医療部会としてマラソンフェ
スティバルの医療体制構築の陣頭指揮に当たっている。
【略歴】 名古屋市立大学大学院医学研究科博士課程修了、
          愛知県救急医療情報センター統括センター長、
          愛知医科大学名誉教授

   ＜来賓＞順不同　
・河村  たかし　 名古屋市長
・原　くによし　元愛知県議会議員
・橋本　浩二　　特定非営利活動法人全日本ヘリコプター協会理事長
・齋藤　信二　　株式会社日本旅行　中部営業本部MIC営業部長
・関沢　俊夫　　東京福祉限定輸送協会会長

  　
・牧　　よしお　　　　元厚生労働副大臣（元衆議院議員）
・のりたけ　くにひと　元名古屋市会議員
・安井　しんじ　　　　元名古屋市会議員
・渥美　裕資　　　　　弁護士


